






















































目標 1 豊かな人間性を育み、ヒューマンケアリングが実践できる能力を養う。 









 学生 B さんは、子どもに付き添っている母親にも関心を示し、母親とともに在り、そし
て相互のつながりを深め、さらに母親の語りを傾聴した、その結果、母親に安楽、安寧を
もたらしたといえる。このことは看護学部の基本方針であるケアリングの精神そのもので
ある。人が人に関心をよせ、まっすぐに向かいあう。そして無条件にその人を受け入れる。
「患者様が痛いといったら痛いのだ」とは、このことをよく言い表した言葉だと思う。相
手に先入観や評価的態度をもって接しても、決して援助関係は成立しない。ケアリングは
人間的な成熟である。 
３. ヒューマンケアリング精神とキャリア発達 
看護の基盤となる概念として、ヒューマン・ケアリングは、多くの理論家により提起され
てきたことは周知のことである。ジーンワトソンは 10の要因を掲げている。①人道的・利
他的価値観を形成すること、②信念－希望の導入、③自己や他者に対する感受性を開発す
ること、④ 援助－信頼に基づくヒューマン・ケア的関係を構築すること⑤肯定的・否定的
感情の表出を推奨・受容すること、パトリシア・ベナーは、患者に対して義務的、契約的
な係わりではなく、十分な心遣いや患者に寄り添うこと、傾聴することによって癒しを与
えるという。すなわち、人との関わりにおいて、生命を敬い、人権を守り、高め、維持す
ることを精神とする。これを基盤とした人間力は、キャリア発達に貢献する。ヒューマン・
ケアの概念をより具体的に把握し、重視した教育により、学生が想定外の社会であっても
看護力、人間力を発揮できると考える。すなわちキャリア発達を助けるのである。 
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